




要約:Y-G 性格検査を用いて、大阪府立羽曳野病院アレルギー小児科において施設入院療

法を実施した小中学生、男子84 名、女子 57 名、計 141 名の入院中の性格変化と退院 1年

後の喘息重症度等との関係を前年度に検討し、男女とも入院中に情緒が安定すると喘息症

状の改善度がよいことが示唆された。今回家庭背景要因が退院後の経過に及ぼす影響を施

設入院中の性格変化との関連で検討した。その結果、施設入院中に情緒が安定した群、変

化しなかった群、不安定化した群の各群において片親家庭の頻度と喘息症状の改善との間

に一定の傾向はみられなかった。


